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大府市議会 議会運営検討協議会 

 



１、 はじめに 
わが国におけるここ数年のＩＣＴ（情報技術）化は目覚しい伸展を遂げている。

当市においても、電子自治体を目指してさまざまな分野でＩＣＴが導入されている。

ＩＣＴ化は今や時代の要請であり、市議会にもＩＣＴ化の大きな波が打ち寄せてい

る。当市議会においてもＩＣＴ化を図り、「住民への情報発信」「市議会運営」等に

ついて検討協議を行った。とりわけ住民への情報発信の１つである議会放映につい

ては、平成１３年度に議会活動検討協議会において検討した経緯もあったが、今回

は新たな視点に立って導入方策について、５回にわたり協議した。 

 

２、 検討の経過 
 第１回  平成１９年９月１４日 

    会長、副会長の選出及び検討項目、検討期間、協議方法について協議した。 

 

 第２回  平成１９年１１月２２日 

    議会放映県内各市の状況、議会放映の種別（インターネット・ケーブルテレビ）、

議会放映の内容、方法、期間について検討協議した。 

 

 第３回  平成１９年１２月２１日 

    議会放映に関わる経費、放映配信仕様（案）、一般質問における図・表・グラ

フ等パネルの活用、プロジェクターの活用、議長室へのパソコン設置、対面方

式（質問席）の本格導入について検討協議した。 

 

 第４回  平成２０年１月３１日 

    一般質問の質問席の改修(案)、第３回で検討協議した決定事項の確認等につい

て協議した。 

 

第５回  平成２０年２月１２日 

   報告書について最終確認を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 



３、 まとめ 
現在、大府市議会の住民への情報提供としては、「議会傍聴」「議会だより」「会議

録検索システム」「議会ホームページ」「直接議員の話を聞く」等がある。市議会が議

会放映を行うにあたって、市議会の情報が住民にとってどのように必要とされている

のか、また、どのようなニーズを有しているのか等さまざまな視点から検討協議を行

った。検討協議を行うにあたり、県内各市の実施状況についてアンケート調査を実施

した。調査をした結果、議会放映はインターネット、ＣＡＴＶのどちらか一方での放

映、または、両方で放映されている市も見受けられた。当市においても、前回も議会

放映については、両方での検討協議を行った経緯もあり、今回も両方の放映システム

を対比しながら検討した。その結果、ＣＡＴＶはインターネットに比べ加入率が低い

こと、定時配信放送となること、導入費及び運営経費共に負担が大きいこと、放送エ

リアである３市１町の各議会との調整も行われていないことなどから、インターネッ

トに絞って協議を行うこととした。さらに議会放映導入に伴い、議会のＩＣＴ化の推

進をしようという積極的な働きかけも見られ、委員会・委員協議会等でのプロジェク

ターの使用、議長室へのパソコンの設置、一般質問時のパネル活用等も検討項目に追

加し協議した。 

市議会情報を提供する場合、住民にとって常に「分かりやすいこと」「迅速である

こと」という要素が重要であり、費用面も安価で、しかも市民の見たいときに見える

等の理由でオン・デマンド形式でのインターネット放映が最良であろうという結論に

達した。また、委員会・協議会等での資料説明用としてプロジェクターの使用も認め、

一般質問におけるパネル活用も質問の内容を補完する資料として、許可していくこと

とした。情報収集、発信の必要性から議長室へもパソコンを設置することとした。さ

らに、１８年度に設置した、一般質問の質問席については、試行期間を終了し本格導

入に移行するように確認した。これら決定事項については、関係課と調整を図り推進

するものとする。 

以上、今回の議会の情報発信について具体的に検討協議を行ってきたが、今後、議

会運営のＩＣＴ化も現行法制度と照らし、各種市議会資料の電子化、議員個々のスケ

ジュール管理の電子化（会議スケジュール調整、開催通知、出欠管理、結果報告）、

本会議場及び委員会室へのパソコンの持ち込み、会議録の電子化等が推進されていく

と推察される。このように市議会においてもＩＣＴ化は時代の趨勢として避けること

のできない流れであるが、ＩＣＴ化を進めることにより生じる問題点として、「情報

格差（デジタルデバイト）」「財源」「プライバシー保護とセキュリティ問題」等があ

げられるが、大府市議会のＩＣＴ化の方向性と将来像については、今後、研究するこ

ととして、今回検討した「議会放映等」はこの報告書をもって実施することとし、検

討協議会の結びとする。 
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